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034 SEGN 
最高 の レー シン グ ノ ウ ハウ を 搭載 し た 夢 の レ ー 


プ 搭 載 の ポリ ゴン 処理 を CG 画 像 4 段階 視点 


時 プレ イ の ハイ スピ ー ド リア ル ゲ ー ム を 体験 し た 時 、 ま さ に 
ダメ: 考 ド ライ ザ は 究極 の V.R. マジ ン と 人 愉 す 。 
3 月 18 日 発売 予定 9.800 円 (税別 ) 
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9 人 の ファ イタ ー を 相 
手 に 、 世 界 平 和 を か け 
た 闘い が 始ま ろう と し 
て いる 。 人類 の 未来 の 
だめ に 、 きき お 、: す で の で 
の 技 と 力 を 振り 絞れ 。 


月 18 日 発売 
7.800 円 (税別 ) 
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3 月 18 日 発売 予定 | 
7.800 円 (税別 ) 








クティ ブ ゲ ニュ rt 本 ナ ャ リル cgago 


イン 多 マ 
場 。 西 暦 2500 年 、 侵 略 者 ケル ザ 星 人 に 狙わ れ た 地球 を 減 亡 の 危機 
か ら 救 うべ く 高 性 能 戦闘 機 AXー101。 待 ち 受 ける も の は … ? C 


D 一 ROM の 
大 容量 が クオ 
リティ ー の 高 
い 映 像 を 可能 
に きゃ 未来 
の 戦場 へ よう 
の 





1994 SEGA 


⑯) - 縛 1 で 長 り 竹 モ す 1994 @ 


2 
を 目 在 に 近 る 、 そ れ は V: R. の 原点 。 新 開発 カス タム チッ 
変更 2 人 同 






5 月 25 日 発売 予定 
7.800 円 (税別 ) 
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NF し フッ ト ボ ー ル 、 


1993 NFLPA @ 


1994 SEGA 








19 9HRD PRSS TO =80 J.RICE 


アメ リカ プロ リー タタ MbEib 分 訟 
の フッ ト ボ ー ル ゲー ム 。 NFL 
の 全 チ ー ム が 実名 で 興奮 の スー 
パー ゲー ム を 展開 する ぞ 。 

2 月 4 日 発売 8800 円 (税別 ) 
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2 月 25 日 発売 予定 7.800 円 (税別 ) 
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WINTER CES REPORT inn 2 


セガ ブー ス に 長蛇 の 列 ! 


熱気 に あふ れ た 冬季 
ンダ 迷 の まま 2 グ トド 四 選 の ま ・ タ ョ ー 


TOP _ TALKING 


市 場 の 創造 こそ セガ の 使命 
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18 に 肖 ー ( ) LA DI ) 時 2 六 な せな せな な 28 


・P ICO 販売 好調 ・ リ レー コラ ム ノ 投稿 マン ガン MINI 常 識 コ ー ナ ー 
っ 芋 ス ト H 0 だ N ・CD 紹 介 プ BOOK 紹 介 プ くら ぶ 活 動 紹介 

・ 第 1 回 マル チ メ デ ィ ア 見 本 市 IMILIA] に 作品 紹介 ・ 新 成人 お めで と う 

・SEGA VIRTUA NIGHT 開催 ・ 編 集 後記 ノノ プレ ゼン トク イズ 


ee 





ドラ えも ん と の び た の VIRTUA FIGHT 


金 第 36 期 全社 ス ロー ガン 久 


エク セレ ント カン パニ ー の 確立 
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判 区 喘 KG 陣 葉 鞭 撃 映 中 性 世 じ 的 N9WW 軒 「T ハ 
AA ロー レ ・ 昌 いい テロ 1 いい K・ 途 還 一 ( 受 〇 品 の ) 
1^ d 来 DI0NQS7 天 里 中 岡 公 ① 湿 人 6N9 除 楓 届 選 思 
臣 具 軍 け はい し p” 維 守 旬 畠 (NIR せ 一 に の の 妃 公 
路 K) ロ JC し Jp NG 吐 H 手 6 志 選 玖 玉 6 りつ 心 
星合 咽 肛 GA ロー し 

回想 理 上 刀 入 ロ ー ロ 1 時 革 6 で 時 の の" つの の べ 
ぬっ co" の の の べ 色 さき 還 画 G 人 一 人 稚 尽 つ 6 つ 
刀 ? 人 Q 回 G 吾 1 | ロロ 作り" トス XR 電導 G「T ハ 
り ロ ー 尺 ・ レ ホス ベト で ト 駆 茸 則 押 私 中 人 民 ベ マー ベ 対 


nn NT ゾ TIT タ Tl と ん ル ヤ † ト II ユ ユ ユ T Tl ト LI 


胡 画 」 寺 路 つ し っ 刀 区 固 ′ 呈 性 旬 押 G 路 代 ト ドー ベ KJ 
4QQ り っ 心 り 弄 普 し ト X つ 愉 久 押 G レ ミト ペスト で 
ト 凡 押 く G 必 定 玉 SS 度 団 記 りり トス XR 時 換 で 軸 慌 装 
通 ン 補 つ 0 や NO AA ロー レレ 抱 いひ 刀 JRN6 地 ど 

哨 べ 図 N6 り ^ 選民 色 『O ロ テロ の ー の | トス 
民 叶 し 尽 僅 じ 思 べつ 如き せ ー の の の 世 陣 人 @ 〇 ロ の か ち 
篤 ~ NG 骨 ^ RTNー ド に 包 誤 丁 つ レン で 刀 器 〇 ” の の 
ら 也 G 隠 功 ( ベ ャ テー) 唱 払 つ 束 較 品 SN つり ヘル トー 
AA 矢 二 光 刀 り 打 人 聞 G さ 記 ー ィ リロ 届 入 1 で し っ 6 
js? ーー の oO の 弓 の 叱 中 トペ R 世 只 唱 党 べ 間 欄 刀 つつ 刀 
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HO 同上 の 民 導 


当時 


「 の ロロ の ー の 1 の 弓 四 つじ し "6 心 和 を ント X ユ 
R 世 只 G 皮 AH トー6 凍 天明 閉 必 N6TJ り 尺 二 如 
ぐし ち “ ④ 回 GRNー ベ し" RG レー ト て 
AHK 高 ぶ 。 NG 娠 きめ 購 畑 窓 臣 G1 ト ー 心 約 蜂 e レ 
問 也 つつ し っ 6 つつ お" 「JS 国語 還 」 
1* 落 明 SQ 町 台 け 人 O レ 
の 〇 て G 刀 叫 り の の 一 仏 
将 | 所 り で し 雅 選 つじ し WW 
0 和 き 江 も し 
4 回 G 有 テー ヒ ロロ の 
ui の の 工 〇 受 じ し せ 革 時 民 
測 志 で いひ 8 の 〇 〇 を 一 マエ 
の つ そ ビ 意 1 唱 状 語 慌 半 
9 玉 い し レ 咽 し じ 羽 っ し っ 選 で 
し も 所 ~ CO へ っ いじ し 下 
中 球 む つ 選 りり っ 心 G 仏 了 稔 
し 6 刀 ^ 好 品 画 還 G 
稚 っ きき ン G り きつ っ 世 目 
けい し つ 6O りり 初 つ 避 還 
Gt 記入 シレ 6SO 如 帳 
6 心 じ ち し 
10 レ ^ DR トー ド KG 皿 嘱 
外 要 つつ 6 つ ゃ 6 心 7 選民 帳 
トーKG ベ マロ し 人 ① 久 | 
もい 公 G 填 妹 記 SO 台 邊 
DRGT せ FI いふ ー「 の 〇 議 計 請う 3 
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GSG" 求 つ じ 堅 取 G 遇 へ つ り せ ImG 公 で 刀 6 心 じ 
js? NM だ DGG ぜ 生 ” 散 葬 尺 宰 二 衝 N66 の ひで へ トイ 公 
振 い し GOQ 衝 。 6 福 6 宙 RG 『 の ロロ の ーー の 旨 
シ 6 いで や ホース 3 ゼ 咽 栓 責 さ 6 わく" つ 私 つ " 「「m ロ 
〇 」 ぐ へ ハト イィ ゼ 目 的 思 エ テン 吊っ 貴人 民 つ し っ 6 
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貼 t1 つ っ [J り し ち ? DR りつ し 人 J で 払 .QD/ 「O ロ デ 
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ズ 唱 反 も NG 翼 演 人 的 ロー トー 勾 皿 D 明 N66 届 訳 ボ つい 
n^ 前 < 媒 妃 人 私 記者 補 撃 で @ 世 只 油 容 し D 刀 避 っ し つっ NO 
m 品 !J^ りつ し | 呈 D 叶 ソン と 「 の マビ つ 三 | G 
世 喰 補間 中 っ ^ H 赴 玖 二 し ト J で 間 宿 玉 10 や DKN6 肛 
尽 槍 6“ (へ ーー 貞 環 半 部 苑 ・ 環 坦 ) 
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成 0 年 
再 交 歓 会 
開催 





さる 1 月 17 日 、 恒 例 の 新春 賀詞 交歓 会 が 
お よそ 1150 名 の お 客 様 を 招い て ホテ ルオ ー 
クラ に て 開催 され まし た 。 第 一 部 と 5 
山 社長 の 新年 の ご 挨拶 に 続き 、 経 済 評 論 
義光 に 
と 題する 講演 を 行い 、 第 二 部 と し て パー 
ティ ー、 名 刺 交 換 会 を 実施 いた し まし た 。 
中 山 社 長 は 挨拶 の 中 で 、 今 年 秋 に 発売 され 





^ ム 経済 評論 家 巫 屋 太一 先生 の ご 講演 








9 12 次 世代 機 」 に つい て 、 そ し て アミ ュ 
ント ・ テ ー マ パ ー ク 及び 海外 の A M 施 設 展 
年 ( 今 号 の 
トッ プ ト ー キ ング に 収録 ) 
年 々 当社 の 知名 度 も 上 が り 、 お 客 様 も 大 手 
企業 の 役員 の 方 々 の ご 出席 が 増え て お り 、 年 
を 追う 毎 に 盛大 な も の と な っ て まい り ま し 


た 。 ま た パー ティ ー 会 場内 で は 、 席 い た 
= いた お 客 様 に 対し 新 製品 デモ 
ンス トレ ーション や 好評 の お 楽 
し み 抽 選 会 を 実施 する な ど 、 短 
2 

ご や か な 雰囲気 の 中 、 楽 し ん 
っ 8 の 
た 、 年頭 に あたり 、 中 山 社長 の 
初 の 公 の 場 で の 反 拶 と な っ た た 
め 、 多 く の マ スコ ミ 関 係 者 も つ 
めか け ま し た 。 

ご 協力 いた だ きま し た 皆様 に 
この 場 を お 借り し て お 礼 申し 上 
0 上 す 。 
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平成 6 年 新春 賀詞 交歓 会 ( 94.1.17 ホテ ルオ ー ク ラ に て ) 
第 一 部 ・ 中 山 社長 新春 の ご 挨拶 
新 春 記 念 講演 

| 新 代 の 経済 と 経営 ノ 境 屋 太一 氏 」 
一 省 大 川 会 長 開 愛 ご 挨拶 
来 費 代表 ご 挨拶 

野村 誇 券 副 会 長 鈴木 政志 様 
彰 杯 ご 発声 

日 立 製作 所 副 社 長 森田 和夫 様 | 
一 歓談 ・ 名 刺 交換 ・ 新 製品 デモ ンス トレ 
お 楽し み 抽選 会 
中 締め ( 三 本 締 め ) 
















@ 








左 か ら 、 
ナム コ ・ 中 村 社 長 、 
中 山 社長 、 

カプ コン ・ 辻 本 社長 














堺 屋 先 生 の 講演 に 熱心 に 征 を 傾け る 、 
トッ プ マ ネー シメ ント の 面々 
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株 式 会 社 朗 











電 ろ 計 会 心 相 召し 0 る 本 人 守 時 GS 
1J 抽 総和 揚 つ 二 生 6 か 

穫 計 G 諾 明か 公職 忌 り 部 寄 舞 MD 
39 生 X6yxe46 生 AS つ 会 つや 和室 め つ 向う ) 
くろ JkJAO 全 答 必 つり 刻 避 個人 り 四部 
剖 記 個人 他 め つ お 3 選 の か 

宮 個 條 生 つ 6 かぐ 8” や 守 倒 凌 杉 く 
ビ 選 SN つ お か" ト ) で り 8 の で ぐ 
械 四 全 答 選 6m" の 8) 映 疾 員 舞 ぐ 崩 補 
> しか” の ン 還 性) 商 訂 久信 計 選 や UN 
トペ 克つ お "110mm8” 下 
地 り 4669 手 守 ぐ 堪 技 妃 ぶ し か "1 の 思 8 
ト J で 人 S こ 33 で 芽衣 瑞 介 3) 否 う 6 
会 ^ 青花 臣 へ リール セコ) やめ セー 
IS 電 E さ こ あ ル )( と く た 6 で 33 た は こん つや 
3Q0^ の 2 や SG 青 横 jp 披 で 夫 り 0 つ 全 会 
Sp こつ 

| 選 ” 弓 朗 個人 8 還 全 の) 生 つ か うり 
筐 8 ト ペペ 表し 鯉 会 号 じ る ろ お へ へ りー 
>・ 朋 さや ーー ロロ SNK へ 上 還 一 会 AO 忠 いし 
8336 全 か 全 トペ し 3 | 震 時 SG 問 


壮 全 貞和 選 乱 提 や S 会 弄る 二 生 ビ ” の 時 前 3 
引く マー ベレ パ や SG 届 ボ 扱 つ し 選 祥 
き ぶ 8 どろ スポ) SS8 和 か どら の 公 
PC て Po 1ECve EL2 
蓋 り 軸 *oJ コロ ESG 記 所 塚 苑 で マー ベレ 3 や 
公記 べ 人 TS ウス が か) へ ヘ ト ー ツ 8 て の 
h へ で G 心 へ を へ Nm 選集 xn だ 36 し 
や SG く ー 和 を 揚 へ トー 人 人 レ か" 
kJSSS 還 手口 へ ヘリ ロール 角 四 G 羽 色 訪 定 
%0JA6S@3) RS 凌 y 尺 っ EQGSye し つや 
心 全 。 己 ペ マ ーー ミ GynQ に 篤人 ミ 和 や 守 
EQG く 一 と G 系 マー ミリ 8 どろ 本" 
ト J 記 や 守 会 | 所 昌 ひし ke@G し 刀 
遇 3 8 そり と TK っ あ 役 一 准 
(で トー ミ ・ や ポー ミ K・ー 蛋 邊 へ 
ヽ ・ ま ネーK) | つこ か GSRS 人 SS96 つ て 
そ 拒 岳人 QHA へ AA サール セル G 中 己 引 の 応 洲 軍 
G 更 明和 ゃ "し か 公選 会計 忌 近 角 ぐ 他人 軍 
敬 し "人 臣 めで 二 会 ひろ yeG も 3 
8 ろ 会 昭信 宮 回 近 届 トペ 
トー よー や 守 全 策 回 つ お の ろ 必 癒 記 環 


.IMIAR. 
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| f 妥 つ し め る くる G し 6 衝 る 挟 う る 息 ト J さ ) 
、 も 宮 央 ろ お 乱 ン で お も 

GPS tc まさ 9EYDpaJl8 い SYS 06 
いろ し ス が が 生 人 SG 多 トー 著 で 22eK 
。 も 3 人 計 や 和 S に 扱 つじ 直 I 細 co ンス 
。 し る 2 た NG し 6 る 人 4Je レ ンス 


、 宴 マ ーK し ホー スー で 8 了 K る GPS 
SSG 提 と 避 る 根 い レス X0 昭 るー 
会 還 マーK も 2 人 ホー 御 ト G 反 公 温 宣 


、 篤 下ろ も か 人 る ヘー 系 一 で 中 回 い ンス 
。 3 生 " JJG366G 共 々 し く %6 和 か 


時 8 証 麺 ス ツ ーー ふさ A 公 eK っ peo 


、 扱 で 会 * ひ に 扱 の B い ウス た hG っ Je シス 
本 生 
ー US 全 8 宗 者 補 撃 くり 二 全 本 篤 7 


人 t 恥 G889 トー 杜 3 埋 家 HG 
。 トー ル ト へ 邊 キー で 鬼 記 全 人 S で 6 SS 
8 4 し KT か 必 マー 選 箱 介 で 8G 旬 守 


。 和 へ 羽 和 必携 で G^ の OG 翌 Ryp で 8 


く 一 と とり) る 必 G 旬 麗 性 り 競 0 レス 0 


人 SQ" 距 導 史 り 人 胡 る っ) テロ HG 


、 書 m の mm の る m る 公 丁 串 電 を W 遇 ー 
還る の る 愉 Te 下 ンス が 6 本" ー 
_ 心 の 0 藻 JJ ー ロ の の ろ 心 宰 4⑭ 
、 全 で お 人 JP ポー 父 写 りー っ の 


、R 還 G 概 迷人 余 必 国 中 etQAO 全 る 


JJ ウレ) だ 償 雪 SG る リケン 机 28 式 壮 〇 中 


つら 3 る 有 ロ の 人 ん 必 ス し ゃ ? つつ 会 つ 庄 層 
Rs 人 S*9 お 包 堅 ら ロ テ ロ mn ロ の 中) 
く 心 Ts 男 幼 つ レ が 生 会 oo ら っ ら 有 
mL の An る ろ 6 選 6S oo つら 有 ロ の 
る GU いる TANJ り 会 の る nA ー 仙 | 
配り oo 明 回 Q 坦 mdheekeG も "も 了 m 公 
Q 素 総 編 避 く ー と も m 会 代 選 志 哨 和 
h へ リー ふも Se ン yp 証 郊 く し 3 


倫 選 96 で 7 


計 移 人 JG6 い 各 天 謀 G 松 党 公 和 取 JO 
SN@ 全 きろ ろ 36 生 っ J hG 和 ヘー くも 8 
AONpAO 刻 中 県 仙 じ 移り ス @ 会 尺 も | 


jm oo カーン 穴 人 タ ー 半 り 8 で 


レー よー 梨 末 0 シン 和 8 で 尺 会 の る 心 4J964) | 
SAJKD ン 8 の ウス が ST SS8 計 移 例 
ざり る る 6 か の つき 和 で 回生 著 38oo 
トー 技 G 国 中共 ゴ SO し 46 ちり 6 
く 和 ホー 店 志 所 つ レ ス ろ 8 る 会 も m 
し り 8 る 人 ヘー く 直 G 圭 革 き 6 定 り 46 で し 
も OX@ 会 の る ろ 心 4 ト J 生 4 ン NRS レ スー 
本 沙 つべ り 460@ 則 へ 向上 一 入 ・ 人 和民 


な と 折 釣人 


会 GO ホ ー ミ 8 系 和民 条 GA ヘー 
く 介 2J ト J6 し 年 る レス マン 会 638 地 條 鹿 
ご 0 民 翔 60 PUNJ も 和 ヘー 梨 四 つる 
ヘー ベリ SSRSO 全 4 も Ga6n 
Je oo 立会 QS 霞 ン いく し G 換 く て お 
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0 抽 お も 守 マ 2JKJ36 ト 放つ 選 朋 へ 入 一 
トマ で へ ペペ ヘー※ 須 つる 和己 了 xytY 和 CA で 
会 る nAJKJ 梨 人 ホ ー ル 叶 で ウス ンコ ) 隔 
ーー ス が 6 本 

軸 和 デス ヘリー 人 0G 燃 骨 本 HK 祥 会 的 r く 
RMO つろ 愉 9 計 G 想 守 寺 軌 p 
ー ろ OO 会 還 人 提 公 お G し " や SG 半 柚 
3 に RS 四 onoxuwo8 ろ つ / 遇 括 栓 幼 3 
ーー パン る ^ Gee へ へ リール も 38co ロ 
ー の 公 玲 時 ささ AkK KB トペ も 求 選 
ー つ ペリー 半生 り 下 剖 急 所 作り 会 
ーJ い る で 3 公 る X0 る AORS し ろ % つ 
、 お G も / 往路 つつ いり 了 X 弥 % つ し 8 が % つ 
。 選 全 トド く 選 O レス QOS 雷 避 9 
6 つり (mM 所 々 も" WS 司 還 S 
_ 103/ 深 Jp28 和 ヘー | 四 % ン 長 ひ > 
ーー 5 る 愉 は J)39 栖 褐 つ お 全 避 か の ロ 
の 篤 民 SS8 人 る お 書 揚 6 「 人 一 さ ヘ トー 
_ 豆 *%」 GS | PHFO お し 8 本 倒 / ト ) 
6 環 j い G し 38 る 会 6 選 に つの を 人 ミ 
、G 恩 宅 御 や" SG 起 し じゃ Q さ で っ ) 革 車 つ 
ー ロ ンス の 否 る が 生 " 

守り さき 生 人 で に る 愉し か 篤 7 
[ 426 必 婦 ン 所 手 めこ ーー 叶 叶 ミツ ペペ 
_ 人 トト G 所 0 の る 必 JJ。 NG 巧 
功 つつ ら 沈 会 ー ら の 居 の 全く やる SQ 


ー で し っ yo で ちと か "セミ 中 へ 人 ト で トコ 


、 還 人 9 る 0 | 骨 し る we くべ で G 躍 で 


NK ふ てき 篤 提 AKG は JJ 付 3J 否 る 本" ル 
さき 邊 で Ka6 で v4 ト 6 し 8 る 枝 つ る 
3G 公 寺 じ KQ@ で だ し 6 くし か か" ぐ F36 
JE 人 S 記 で 3S 0 8DG 旬 | の 計 


nnhJU" 理 MG 手 具 * 醒 坦 G 料 
時 泌 虹 DS ろ しい っ SSRNG 振 還 ” 宮 男 
Ne 所” 提 本 ツン 持 H NS 全 人 証 


| 組 り SQ RAQ つ ろう 服 守 し セミ 

へ 邊 で に ト しゅ 46 いり 8 選 6 本 " 
トペ RG1 ト で 人 K 一 和 会 比 ミ 邊 へ 人 トト で ト 

) Js つう) る JJ) 公家 負 呈 部 選 8 


つ お ? 玉 構 G 忠 模 加 条 ト 刻 表 坦 丸 倒 持 朋 


つゆ” お へ や きき K ウ ルミ 中 人 で ト で へ 


N 衝 公 か く 篤 配る 6 つ お "Not も 泡 SJD 


ーー ベ ・ 玉 さ へ K キ ー2pK ツ 一 ト 8 つ お 


ー 愉 も 本 人 GA に で KK ホ ー ジ | 
人 か で 人 KK リーGK 集 「 親 NK で KK リー 和 SS 


さき 邊 人 で KN JR 部 つ る | の) 


OS り つ し 境 写 全 会 記 SN 


し か "人 8 公選 億 は さき 中 へ 人 で トロ 


の お っ J%0 り 46Am SA へ AG 生 喘 め 多 人 


$0 いい 6 忌 理 吸 % 麗 で の ウス ント J 
3J 全 件 忘 KOG り 7 SG 表 坦 的 つ 召 う 
"htJ 記 ろり 中 し 5038 音信 つう 
うろ 心 慰 定例 符 5 つ お 9 J62JyOAQ 彼 
円 つく 会 叶 記 つり SQ トペ つ 玉 
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し 3 ヤ さ 人 で トロ 投 和 Ne 宮 琵 全 KW っ 
NN 

と は 生 へ 人 で トリ 6 の レト さこ 全く h36 し 
ペー リリ 8 つろ 5 で GSK0 で お も 85 る 
、 で 2 人 る 和 て ュ Jp4 く 6 も 人 S で お 3pG 和 公選 
ー YoSXe の JJ 46 で NNK ふ て さ の 役 
で ひ ゆ PS 志 KdH 短 G 選 豆 仙 記 会 言い 
ぐ ご" 46 で 0 ウス 人 Q ろ 人 Q8 才 リー 
信 委 人 K め 盾 PNG つつ” 定 x0 公 だ 人 K め 皇 
P%046m) とか 代 電 J0328N い て 旋 並 
り 編 wP 扱 抱 つ で 会 忌 つく 会 計 や で 56 
ろ む 6 で 7 トペ 会 喘 め 再 - く し スポ か 
償 尾 め 吐 毅 弄 えい ンジ 各 8 如 会 
JE いし スポ 

の ロー 人 K 和 ヘー・ ト ー ル ベー ふ pr- 忠 
ー リ コレ S 朗 し 紙 一 mx% 当 つが 本" ま 時 G 容 
、 計 会 時 人 る し 生 と し G 揚 還 人 
、 玄 レス JJ ウス 46 も 居 会 必 
_ 叶 8" 某 杉 呈 り 商 羊 % つ 6 っ JNmWIPNoG 
、 8 譲 つろ いり 盟 る か "コン ロロ 性 引 疾 2 人 
時 yp 詩 列 っ お つか ぐも 7 和 藤 舞 G 統 
246 で し 沼 2JD け TIN K 法 SNQ3) る 7J っ 
36 和 weQ だ 6 や S” を 6 羽 も 私 
G 圭 神 六 さき と き N AN つろ 人 る.S36 ス 
ぶた ぷく” し か 全 ぐ 時 38 慰 時 り 組 ey 時 
し SQ4J 拉 人 う 36 本 " 
usNNea 一 に ヘー 中 世 9 か 


X 玉 吸 計 セ ー ト の ーー 全 下り し ろう 
生還 尾 J 臣 DA6 い 7 トペ 必 宜 に 
い へ ふさ ー と つ ポ トー ペー 竹島 MNONISI 0 
3 生 そ へ 人 K 色 人 SKGJ 組 つろ 本 
史生 そ へ 人 K26 案 知人 全 嘱 レ ろ *@ ぐ し 3 
ンー トペ RG るい るい OS 和民 
JpG 邊 そ へ KS 呈 材 Je 46 
や つつ し 術 つじ し 案 つ ろく セー ホーン SS 
つつ 必 の うろ 心 方 集計 で うろ 人 S う し 
か 款 訪 宮 叩き つつ 58” 愛 〇 で) 会 で さ 
トー ホー 人 0 2SQSH 握 会 和 人 和 全 レス 
倒 2JNJJ 記 りつ し トペ 性 宜 
つろ ルト ー よ ホー 宏和 し ax0S し 8 計 ろ 信 
JJ y 6 

や 人 条 凌 陸 yQ お 人 り 和 愉 つつ お 8 愉 え る 
SNJ2J3 提 ve ソウ 身 8 か っ 9) | 舞曲 
起 過 生 s*@G し 38 ンー 案 つ く スル セー の て 約 
各 末 つ ウス ンコ る JJ 衝 かり セー トー 
い ン 選 二 つり | NG 記 信じ 村人 ト 
HHSKOT JJ) だ で べ 償 唱 や 宇 倒 不 %0 ン 年 の *@ 
まこ と と こん こく 71GjanC こ うま まで い て 
ト / 有 一 K ペ へ 万 ・ ホ ー セ ベー ふ ” v 守 全 
AQSU 提 26 提 sevG 8 科 S 全 に ト % 尽 
NON TS ペー を つ お トー ホー を 6 選 
志和 の こ で お 46 し り 計 る 閑 % 計 セー よ パ 
と GA 公 た KN 租 つ レス) 必 っ Jo 


ソス )G 会 x 人 0 し" (ご 距 に 嘩 必要 突 承 誰 ) 
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mー マビ ご 窒 補 肝 引 畑 外洋 





騙 嘱 り つじ 愚 沈 年 遇 
( 〇 の テー に 墜 甘 下 箇 療 
底 底 貼っ マヒ ac ) 尽 科 人 
つ ^ 坦 家 叶 ベ に "ドー 
へ ハ 選 中 味 し 罰 ン ベ 必 
NNW 甘 G 唱 艇 答志 
誰 選 中 (NN さ 嘱 坦 ) で 
XX ハー リロ パ つつ" | エビ ヒ 
〇 怠 詳 半 握 央 ] 公 査 詳 10 
で つつ 刀 ” 落 埋 "トー 
レニ ー い 呈 っ 友 中 務 ン 
GS 田所 選 し っ 刀 宙 ソン 


マヒ ca 時 狗 民宿 侯 G 
務 っ DGG ロ HsN6 刀 で 唱 " 
中 投 品 半 押 尽 凌 中 革 し 
0 

性 節 り 恋 詳 装 理 側 り ぐ 
苗 癌 9 短 N6TJ り 6 
さ ^ 湯 由 sh9 言 配 咽 ^ 
6 末 玖 S 扱 二 公 眉 り 
さい QG し ち “ 

6 刀 一 屯 の 還 公 (0o 還 
西 エビ na 較 外 陸 中 で や 
の づ びそ で 祖 羽 釣 蛇 じ ′ 鍋 
議 遂 握 環 人 GX ハ ミー 約 甘 
G!^ 上 一 回 G 型 私 選 


で 
トー フ Ne や 
レー ay 
Se ふい 
SN 1 
ki 
7 
7/7/ 
時 生 
信和 
回 〇 幸 れ 
人 直 っ 
EN 
思っ ) | 瞬 
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マル チ メ デ ィ ア 推進 室 


天 
7ervjew 

_ | | 一 一 マル チ メ デ ィ ア 推進 室 の セガ の 中 で の 位置 づけ と 役割 に つい て お 聞か せく 
2 だ さい 。 

成 冨 理事 マル チ メ デ ィ ア 推進 室 は 92 年 10 月 、P C 事業 部 の メン バー を 母体 と 
し て 発足 し 、 そ の 後 93 年 4 月 に 事業 開発 の メン バー を 加え 、 現 在 9 名 の 組織 と 
な っ て いる 。 そ の 目的 と し て 、 今後 の マル チ メ デ ィ ア 時 代 に 向け て 、 当 時 の 事 
業 (現業 ) だ け で は 業容 拡大 に つなが ら な いと の 中 山 社長 の 考え 方 を も と に 、 
通信 を 中 心 と する 分 野 に 進出 する た め に 設立 され た 。 そ の 役割 は 、 大 きく 分 け 
て 4 つ 挙 げ ら れる 。 

第 一 に 「 マ ル チ メ ディ ア 事 業 推進 の た め の 他 企業 と の アラ イア ンス (提携 ) 」 
で ある 。 マ ル チ メ ディ ア 事 業 は 、 1 社 で 行う こと は 困難 で ある 。 他 社 の 技術 
力 ・ 専 門 性 、 そ し て 営業 力 を 含む 力 を 利用 する こと が 重要 で ある 。 例 を 挙げ る 









事 な ら 、 昨 年 発表 し 、 今 年 か ら ス ター ト す る 米国 で の TC | ・ タ イム ワー ナー と 

人 の 合弁 Sega Channel (C A T V に よる ゲー ム 配 信 ) や 、AT&T と の Edge 

に 2 16 (電話 回 線 を 利用 し た ゲー ム 通 信 ) な ど で あ る 。 ア ライ アン ス の 方 向 性 と し 

成宮 男 二 て [現在 の 事業 に 直接 関わ る ] も の と 「 将 来 の 事業 に 向け て 」 の も の と 二 通 
り 考 えら れる 。 


第 二 に 、「 現 在 の 事業 の (営業 的 ) サポ ー ト 」 で ある 。 例え ば 、 当 社 の 期待 の 
製品 で ある P 1C0 を 改良 し た YAMAHA ブ ラン ド の 新 製品 『COPE RA で ある 。 こ れ は PICO0 の 
開発 時 点 か ら YAMAHA が 加わ り 、YAMAHA の 技術 を 加え 音源 を 強化 させ る こと で 、Y AMAHA ユ ー 
ザー に 適応 させ た も の で あり 、 当 社 に と っ て は 6 億 円 の ビジ ネス と し て 売上 に 貢献 し 、 同 時 に YAMAHA 
に と っ て も 新規 事業 と し て 社内 の 良い 刺激 剤 に と なり 、 不 振 に 悩む 楽器 店 の 活性 化 に も つなが っ て いる よう だ 。 
また 、 日 本 航空 と 共同 開発 し た 機内 専用 ゲー ム 機 TIMEGA JET な ども これ に 当たる 。 
第 三 に 「 社 内 の 啓蒙 」 も 大 き な 役 割 の 一 つ で ある 。 マ ル チ メ ディ ア 時 代 に 向かっ て 、 新 し い ビ ジネス ・ 技 術 ・ 
事業 等 次 々 と この 領域 は 進歩 し 、 構 造 変 化 を 遂げ て き て いる 。 こ うい っ た 動向 及び 当社 の 方 向 性 を 的 確 に 社 
員 に 認知 ・ 理 解 し て いた だ く た め 、「 マ ル チ メ ディ アハ ンド ブッ ク 」 を これ まで 3 回 編 人 第 ・ 発 行 し て いる 。 
そし て 第 四 に [対外 的 な PR 活動 ]」 で ある 。 広報 と 連動 し て マス ・ メ ディ ア へ の 働き か け は も ちろ ん で ある 
が 、 そ の 他 異 業種 他社 ・ 外 国 企業 や 官庁 へ の アプ ロー チ も 積極 的 に 行っ て いる 。 加 えて 、 こ うし た 活動 に よっ 
て で きた 関係 を で きる だ け 現 業 (売上 ) に 結び つけ て いこ うと 考え て いる 。 
ー 一 異 業種 の 他 企業 と アラ イア ンス を 行っ て いく に は 様々 な 苫 労 が あろ うか と 思わ れ ま す が …。 
成 冨 理事 様々 な 面 で 各社 と の ギャ ヤップ は ある が 、 コ ン シ ュ ー マ 製 品 に 対す る 考え 方 の 違い が 挙げ られ る 。 
例え ば 、 製 品 ス ペッ ク や 価格 設定 な ど 、 基 本 的 な 部 分 で の フェ ー ズ 合わ せ か ら 始 め な けれ ば な ら な い 。 異 業 
種 と の 付き 合い は 、 社 内 調整 (時 間 ・ 組 織 ) や 専門 性 な ど 困 難 な 点 も 多い 。 
今後 の アラ イア ンス は 、 コ ンピュータ ・ 通 信 分 野 が 多く な る と 思わ れる が 、 だ ん だ ん 難し いも の と な っ て き 
て いる 。 通信 分 野 は 、 正 に 戦国 時 代 で あり 、CS・BS・CATV・ 電 話 と 様々 な メデ ィ ア の 中 で 、 ど れ を 
選ぶ べき か 非常 に 難し い 戦 略 上 の 問題 し な っ て いる 。 各社 の レベ ル に 合わ せな く て は な ら な いし 、 技 術 的 問 
題 及び 当社 に と っ て の 将来 的 な メリ ッ ト の 見 極め 等 、 ト ッ プ ・ マ ネー ジメント の ジャ ッ ジ の サポ ー ト も し て 
いか な けれ ば な ら な い 。 い ずれ に し ろ 、 セ ガ が も っ て いる リソー ス は 限ら れ て お り 、 最 も 効果 的 な 他 企 業 と 
の 提携 で 如何 に ビジ ネス に 結び 付け て いく か が 課題 で ある 。 
最後 に 、 社 員 に メッ セー ジ を 。 
成 冨 理事 マル チ メ デ ィ ア 推進 室 は 、 今 後 も 会 社 の 戦略 決定 の 一 幼 を 担っ て いき た いと 考え て お り 、 現 在 の 
事業 と の 結び つき と 将来 的 な も の の 展開 を バラ レル で 行っ て いき た い 。 
その た め に は 、 や る 気 (積極 性 ) の ある 人 、 物 事 を ロジ カル に 考え られ る 人 、 海 外 と の 付き 合い も 多い の で 
英語 力 (基本 的 な 文法 力 ・ 会 話 ・ 作 文 ) を 持つ 人 、 そ し て 、 様 々 な 企業 と の 付き 合い の 中 で 特に 重要 な 「| 折 
衝 力 ]」 を 持つ 人 が 欲し いと 思っ て いる 。 
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コタ ツ に 丸まっ て 窓 の 外 に 降る 雪 を 見 て いれ ば 、 
T V か ら は 花 の 便り が 届く 一 一 季節 の 変わ り 目 に 
は 、 不 思 議 な 楽し み が あ り ま す 。 

し か し 、 心 が 季節 の うつ ろ い を 愛 で て は いて も 、 
カラ ダ の 方 は な か な か モー ド チ ェ ン ジ を し て くれ ま 
せん 。 変調 を きた し や すい この 時 期 、 健 康 に 関す る 
素朴 な 医 問 に お 答え し まし ょ う 。 








引 り で 血管 は かち きれ る か ? 


ーー な 話 だ が 、 冬 場 に な る と 脳溢血 、 脳 出血 で 倒れ る 人 が 多い 。 
剛 きわ は 脳 の 血管 が 切れ る わけ だ けれ ど 、 こ れ っ て どう し て ? 


怒り で コメ カミ の 血管 が ふく れ あ が り 、 つ い に は 破裂 し て 血 が 噴き 出す な ん て シー ン を .、 
よく マン ガ で 見 ます 。 実際 に 血 が 吐き 出す こと は な く て も 、 血管 ご らい は 切れ そう な 気 が し 
ます ね 。 ホン ト の と ころ は どう な の か の 正常 な 状態 で は あま り 心 配 す る こと は あり ませ 
ん 。 確か に 、 怒っ て 興奮 する こと で 、 血管 は 膨張 し ます 。 管 は 体 の 未 端 に いく は ご ど 細 く な 
り ます か ら 、 手足 の 毛細 皿 管 は 絶え す 切 れ て いま す が 、 コ メカ ミ の 9 リ で は 中 覚 は ツマ ヨウ 
ジ ほ どの 太 さ が あり ます し 、 それ な り の 太 さ が あり ます か ら 、 ま す 切 れる こと は あり ませ ん 。 
で は 、 脳 浴 血 な ど は どう し て 起こ る の か ⑦ これ は 、 動脈 硬化 や 動脈 交 が 原因 で 、 脳 の 咽 
圭 か も ろく な っ て いる か ら で す 。 さら | に 寒さ で 自 の めぐ りや 体 の 組織 が 回 く な っ て いま すか が 
ら 、 冬 に 脳溢血 で 倒れ る 人 が 多い わけ で す 。 予防 に は 根本 的 な 体質 改善 が 必要 で す が 、 注 意 
する こと と し て は 、 あ まり 寒い 朝 に は 起き ぬけ に あま り 激 し く 体 を 動か さ な い こと で す 。 










請 |) オレ この 時 期 に な る と 、 花 粉 症 に 悩ま され る ん だ けど 、 
中 あれ っ て 杉 の 花粉 で 起こ る ん だ よね 。 だ けど 、 家 の 近く 
還 に 杉 の 木 な ん て な いん だ けど …… 


鼻水 、 く し ゃ み 、 眼 の か ゆみ な ど に 悩ま され る 花粉 症 は 、 現代 の 奇病 の 一 つ に 数 えら れ て い 
ます 。 そ ぞ それ ほど 、 予防 や 治療 が 難し い の で すね 。 
原因 と し て は 、 アレ ルギー を 起こ し や すい 人 が 、 花粉 を 数 年 に わた っ て 吸入 し て いる と ある 
種 の 化学 物質 が 、 身 体 の 中 に 特別 な 蛋白 質 を 作っ て し まい ます 。 ご の 澤 白 質 は 花粉 を 中 うた び 
に 反応 し 症状 が 現われ ます 。 
し か し 、 杉 が な い の に 花粉 症 が 起こ る の は な ぜ ⑦ こん な 謎 も 杉 花粉 の 性 質 を 知っ て し まえ 
ば すぐ に 解け て し まい ます 。 杉 花粉 は ホコ リ の ご と く 軽 いも の で 、 日 本 か ら 400km 離 れ た 海上 
| に も 浮遊 する ほど 、 遠 距離 に 飛散 する の で す 。 だ か がら 、 あな た の 中 いこ ん で いる 花粉 は 、 秋 田 
や 和歌 山 か ら 飛ん で き て いる の か も し れ な い 。 憎 い ヤ ツ 。 
お まけ に 、 一 般 的 な の が 杉 花粉 と いう だ け で 、 ヒ ノ キ や ナラ 、 ヨ モ ギ な どの 花粉 征 も ある の で 
す 。 ヨモギ な ご ど は 河原 に 行け ば た くさ ん 生え て いま すし ね 。 


















で は 、 ど うし て 頻 尿 が 起こ る の か と 言え ば 、 緊張 し た り 、 自 
分 は トイ レ が 近い と いう 思い 込み に よる こと が 圧倒 9 に 多い の 
で す 。 つ まり 、 い つも 緊張 し て いる 人 、 神 経 質 な 人 、 集 中 力 の 
AN 0 
殊 な 事情 が な く て 、 1 日 に 出る 尿 の 量 は 1.5 和 程度 で 、 排尿 は 5 、 
人 IS の の きり 


腺 肥大 、 糖 尿 な どの 疑い が あり ます の で 、 医師 に ご 相談 を 。 地 節 の 変わ り 目 、 た ま に は 、 


カラ ダ の こと 、 健 康 の こと を 考 
えて みて は ? 

















証 ee NGIDGH ーー シー 生生 


@ カ フグ の 素 艇 な う ぐ 





ーー | 
仙 み 骨 過ぎ て 記憶 が プッ ツン する の は どう し て ? [ 


ーー_ [お 、 雪 か 、 雪 見 酒 と し ゃ れこ も うか 」| 「 梅 が 咲い た か 、 春 だ ね ! 飲も うか 」 
請 上 | 洒 席 を 囲む 理由 に は 事 欠 き ませ ん 。 と ころ が 、 い いこ と ば か り で は な い 。 電 
馬 唐 自分 の 席 に 着い て みる と 、 周 囲 の 視線 が 、 大 陸 に は り 出 し た 寒波 より 冷た い 。 hy ア 





う 言 えば 、 昨 日 の 晩 、 オ レ ど うし て た ん だ っ け …… こん な 匠 の 組み タ 
ラク 酒 と 記憶 の メカ ニズム に つい て 教え て 下さ い 。 


まず 、 脳 の 働き に つい て 簡単 に 説明 し ます と 、 理性 を つか さ ど る 大 脳 皮質 の 働き が アル コー ル に よっ \ 
て 鈍り ます 。 つま り 、 本 能 が むき 出し に な っ て 興奮 する わけ で す 。 

そし て 、 飲 洒 量 が 増え る に 従っ て 、 思 考 力 ・ 集 中 力 は さら に 低下 し て いき 、 記憶 中 枢 に 情報 が きち ん 
と 入ら な く な る の で す 。 

個人 差 は あり ます が 、 体内 の 血 中 アル コー ル 濃 度 が 02% を 越え る と 危険 信号 。 と 、 言っ て も 、 シグ 
ナル が つい て いる わけ で は な し 、 記憶 の な く な る サイ ン は 簡単 に は わか り ま せん 。 そこで 、 ご これ も 大 ま 
か な 目安 で す が 、 生 アク ビ ピ が 出る よう に な っ た ら 、 記憶 喪失 の 前 兆 で す 。 も うつ 飲酒 は 控え た 方 が いい で 
し レ よう 。 で も 飲み だ い ⑦ シベ ペリ ア に 吹く プリ ザー ド の よう な 視 根 に ざら され た い ) 方 は 、。 どう ぞ 。 






寝る と セキ が 出 や すく な る の は な せ ぜ ? 


も う 、 そ こら 中 で コン コン 、 ゲ ホン ゲ ホ ン や っ て いる 。 風邪 は 
冬 の 風物 詩 だ っ て か ? この セキ 、 昼 間 に だ い ポ お さま っ た か と 
思え ば 、 夜 、 寝 た ら ま た ぶり か え し ちゃ っ た 。 Wiy ? 


そもそも セキ と は 、 肺 の 中 の 実物 を 排出 し よう と する 体 の 防御 反応 。 気 飼 支 が セン 
ンー 了 知 する と セキ が 出 ます 。 









Te っ 和 入 の 方 に 出 て さや すこ な る ん で すね 。 


どう し て トイ レ の 近い 人 が いる の ? ( 


部 屋 の 中 で も 息 が 白い 、 そ ん な 寒さ の 中 で は トイ レ に 行く 回 数 が 増え た 気 が し ます 。 
だ が 待て よ 。 飲 ん で る 時 、 オ レ っ て 友達 に 比べ て トイ レ が 近く な い ? で も 、 飲 む 量 
は 変わ ら な いよ な …… 1 大 村 20P 4 


勝 腕 の 大 き さ が 違う 。 ブー。 で は 、 気 の せ すい? ピン ポン 。 いや 、 現実 に トイ レ に 行く 回 数 に は 
個人 差 が あり ます 。 

問 還 明暗 よ 、 心 因 性 の も の 、 文字 通り 「 気 」 の せい が 

い の で す 。 

勝 読 の 許容 量 は 男女 と も 300ml ぐ らい 。 勝 朋 に 200mn た まっ た 時 点 で 尿意 を 感じ ます 。 ピ ビール 、 
コー ヒー な ど ご 利 尿 作用 の 高い も の を 飲む と 量 は 増え ます し 、 汗 を た くさ ん か ぐ く と 尿 は 減り ます 。 い 
すれ に し て も 、 多 少 の 個人 差 は あり ます が 大 き さ は 関係 あり ませ ん 。 
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分 散 シ ステ ム モ デル (3 層 モ デル ) 





第 1 層 第 2 層 第 3 層 
プレ ゼン テー ショ ン 層 仮想 デー タ ・ モ デル & デー タ 包 
の 人 機能 サー 7 層 既存 シス テム 刻 
っ 





米国 で 主流 の オー ブ プン シス テム 
移行 の た め の 方 法論 を ンー の 
日 本 に 初め て 導入 ググ ー プ 勿 才 一 


この 度 、C SKK と 米国 OEC 社 (Open Environment Corporation) 
の 合併 に より (株 ) OECJAPAN を 設立 いた し まし た 。 

NN NM が ツジ ュー テク フロ ジー ュ グループ (に て な の 
最高 経営 責任 者 で あり 、 マ サチ ュー セッ ツ 工 科大 学 (M [IT) の 終身 
教授 で ある 本.] . ドノバン 博士 が 会 長 を 務め て お り 、 江 用 機 中 心 の シ 
ステ ム か ら オ ー プ ン シ ス テム へ の 移行 を 短期 間 に 、 ま た 容易 か つ ス 
ムー ズ に 行う こと の で きる 「OEC ツ ー ル キッ ト 」| の 販売 と 教育 サー 
ビス を 事業 目的 と し て いま す 。 同社 の 製品 お よび サー ビス は 米国 の 売 
上 ラン キン グ 上 位 500 社 中 約 6 割 の 大 企業 に 対し て 提供 され て お り 、 ま 
た 同社 は HP 、I BM、DEC 等 主要 メー カー と 提携 し て お り ま す 。 

新 会 社 で は 、 日 本 国内 に お ける OEC ツ ー ル キッ ト の 販売 と 、 同 
ツー ル を 用 いた 教育 プロ グラ ム の 提供 を いた し ます 。 

資本 金 は 当初 1 千 万 円 、 出 資 比率 は CSK、OEC と も に 50% と 
し 、 年 内 に 1 億 6 千 万 円 程度 に 増 人 胡 す る 予定 で す 。 

役員 は 、CSK か ら 3 名 、 米 国 O0EC 社 か ら 2 名 の 計 5 名 で 構成 
し 、 社 長 に は 、C S K 商 品 企画 本 部 長 の 滝 雄三 が 就任 いた し ます 。 

本 社 は 東京 都 多摩 市 の C S K 情 報 教育 セン ター 内 に お き 、 特 に 昨年 
11 月 に オー プン し た CSK の 技術 拠点 で ある オー プン シス テム テス ト 
セン ター 0 GR サー ビス を 
積極 的 に 行っ て まい り ま す 。 

本 OE CJAPAN を 通じ て 、 代 理 店 と し て 同 ツ ー ル の 販 
売 、 サ ポー ト 、 関 連 教育 を 行う と と も に 、 同 社 の オー プン シス テム 化 
推進 に 関す る 豊富 な ノウ ハウ を CSK の 本 業 で ある シス テム 開発 サー 
ビス や 教育 事業 に 取り 入れ て 、 総 合 的 に 顧客 に 提供 し て まい り ま す 。 
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この 不況 の 下 、 生 命 保険 の 解約 が 増え 
て いる と の 発表 が 生命 保険 協会 より あり 
よう 5 。 
特に 93 年 4 月 か ら 6 月 まで の 3 ヵ月 間 
の 解約 払戻 金 (保険 を 解約 し た 後 、 戻 っ 
て くる お 金 ) は 、 前 年 同期 間 の 20.1% 増 
と な り 、 家 計 の 固定 費 を 圧縮 させ る た 
め 、 保 険 を 整理 し は じ め た の が 原因 と の 
分 析 を し で いま す 。 
また 、 最近 で は 生命 保険 会 社 、 共 済 と 
も 予定 利率 (保険 会 社 な ど が 運用 を 予想 
し た 利回り ) の 下方 修正 を 行い 、 さ ら に 
は 配当 の 減額 、 保 険 料 も 値上げ され る と 
いう 事 も 報じ られ て いま す 。 
この よう な 情勢 の 中 、 保 険 会 社 各 社 は 
次 々 と 新 製品 を 開発 ・ 販 売 し 、 競 争 が 激 
化し て き て お り 、 我 々 に と っ て 保険 は ま 
すま すわ か り に くい も の に な っ て き て い 
る よう な 気 が し ます 。 例 えば 、「 余 命 
6 ヵ月 以内 」 と 診断 され た 場合 に 3.000 万 
円 を 限度 に 死亡 保険 金 を 前 払い する 「 リ 
ビ ピング ・ ニ ー ズ 特約 】」 や 「 特 定 疾病 保障 
保険 」 等 の 登場 に も 表 わ れ て いま す 。 
生命 保険 編 で は 、 保 険 の 見 直し 、 解約 
や 新規 加入 を する 上 で の 判断 基準 や メ 
リッ ト を 中 心 に 話し 、 私 が 推薦 する 最小 
限 は 入っ て お きた い 保 険 の 組合 せ を 紹介 
LC あま すず 
1 . 保険 加入 時 の 判断 基準 
1 ) 何 を 保障 する た め 、 加入 する の か の 
(遺族 の 生活 費 、 老 後 の 生 活 費 等 ) 
2 ) 保険 金額 を どの 位 に 設定 し た い の 
か の 
3 ) 保障 期間 は どう する の か の 
(保険 料 の 払込 み 期間 に 関連 し ます ) 
4 ) 崇 蓄 性 も 並行 し て 考え る の か の 
5 ) 特約 を どの 程度 組み 入れ る の か 
6 ) 保険 料 は 家計 の 中 で どれ だ け 拉 出 
で きる の か の 
7 ) 後日 、 保 険 の 切替 を 考え る の か 





















次 に 、 保 険 を さら に 理解 する た め に 
2 の 29 に ラブ 分 けし だ ま KS 
A : 定期 保険 …… 一 定期 間 内 に 被 保険 者 
(保険 対象 者 ) が 死亡 し た 場合 に 死亡 保 
険 金 が 支払 われ る 保険 。 

< 特徴 > 

掛 捨 型 の 保険 の た め 保 険 料 は 安い 反面 、 
解約 返戻 金 が な いか あっ て も わずか で 、 
満期 保険 金 も や ありま せん 。 つ まり 、 連 薔 
目的 に は 適さ な い 遺 族 の 保障 を 目的 と し 
た 保険 で す 。 

<〈 メ リッ ト > 

当初 の 保険 期間 を 更新 する こと も で きま 
す が 、 そ の 時 点 で の 年 齢 に より 、 保 険 料 
が 高く な る の で 、 加 入 は 長め に 設定 し た 
ボウ CT で プッ プッ 

B : 終生 保険 …… 被 保険 者 が 生存 し て いる 
限り 、 一 生涯 に わた り 保障 が 継続 され る 
保険 。 

〈 特 微 > 

死亡 保険 金 は 必ず 支払 われ 、 解 約 返戻 金 
も 年 々 増加 する 財 殆 性 を 持っ て いて 、 老 
後 の 生 活 費 の 準備 資金 と し て も 活用 で き 
ます 。 

定期 付 終身 保険 は 、 終 身 保 険 に 定期 保険 
を 上 乗せ し て 、 定期 保険 の 死亡 保障 を 大 
きぐ し た も の で す 。 

〈 メ リッ ト > 

保険 料 の 払込 は 、 短 期 払 い ・ 終身 払い ・ 
一 時 払い の 3 つの 方 法 が あり ます が 、 一 
時 払い は 利殖 性 が 強い 保険 で す 。 

C : 養老 保険 …… 被 保険 者 が 保険 期間 中 に 
死 記 し て も 、 保険 期間 満 ず まで 生存 し て 
も 同額 の 保険 金 を 受け 取れ る 保険 。 

< 特徴 > 

死亡 保障 と 財 敬 機能 を バラ ンス よく 兼ね 
備え た 保険 。 

〈 メ リッ ト > 

ー 時 払い 養 u 老 保険 は 利回り の よさ と 節税 
で 人 気 が あ り ま す 。 
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ーー 最も 適し て いる 保険 種類 

































































適し て いる 保険 種類 
遺族 の 生活 吹 金 の 準備 | 定期 保険 定期 付 養老 保険 、 定期 付 終身 保険 | 養老 保 険 、 終 保険 、 変 額 保険 、 生 企 給付 金 付 定 革 保 険 ”。 | 
後 の 生活 資 金 の 準備 | 個人 年 金 保険 養 保 険 、 終 身 保険 、 変 和 保険 定期 付 終身 保険 、 定期 付 養 保険 
教育 結婚 資金 準備 | 困 蓄 保険 、 子 供 保険 養老 保険 、 生 存 給付 金 付 定期 保険 ] 
| 住宅 換金 の 準備 | 養老 保険 、 迷 薔 保険 
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G え タ ア 
JR EAST FURUKAWA FUOUTBALL 引 | 1 る 1 ミ 

w * と 一 

k 也 思 大手 貞 撃 イ ンタ ビュ ー よく 
上 | ⑯ 質 問 項目 り 特 2 
1 、 好 き な 言 葉 2、 今 一 番 欲し いも の 2 

3 、 ス トレ ス 解 消 法 4 、 好 き な ゲ ー ム は 可 バ レト 

1 、Going My Way 放さ 


2 、 車 の 免許 ( 今 ま で 取る 暇 が な か っ た ) 
の に 
お 生 EFSSN まま et に ドル た え が だ 

中 っ つて し まつ ) 

4 、 メ タル ゲー ム の スロ ッ ト 関 係 。 メ ガ ド ラ イブ と 
4 / ノン ミコ ン を 持っ て いま す 。 今 、 夫婦 
で ぷよ ぶよ 」 に 燃え て いま す 。 パ ズル 系 は ま 
の し て I 

| サッ カー が や れ て よかっ た !」 と 

いっ た 感じ 。 貢献 は ひこ れ か ら か も 知れ な いけ ど 、 と りあ え ず 

サッ カー が で きる と いう こと が 、 自 分 自身 うれ し いし 、 精 一 本 

頑張 り た いと 思っ て いる 。 故障 中 は 、 特 に リハ ビリ が つら か っ 

た し 、 サ ッ カ ー が や りく ぐ で やり た く て 1 ガル カー ト た. 





時 上 に も 肘 め で も ら えた し 、 最 高 の 時 ot に てい 
期 が あっ た か ら 、 ケ ガ を し た と き は 天国 か ら 地獄 へ 突き 落と さ ル ) と 同じ 小学 校 に 通っ て いま 【 
れ た 状態 だ っ た 。 0 全 
8 ケガ を する 前 の 状態 に も っ て いけ れ ば 、 て ジー ニコラ ンス) の お 人 

泊 題 は な いと 思 旧 し て 頑張 o 条 て 


民 に は と て も 買え な か っ た ビデ オ 
て 儲 っ て し いま ーー 」 

(匿名 希望 JEF の サイ ン 会 に 行 
た っ と き 、 キ ンチ ョ ー の あま り 宮 手 
りら て きら が うた ーー 氷 ち ゃ ん ) 

六 氷 ちゃ ん 、 お 手紙 あり が と うつ 。 
この り の コー ナー で は 沖 時 、 間 様 か ら 
の お 手紙 、 写真 な ど を お 待ち し て 


較 イ ンタ ビュ ー の 途中 、 中 
西 選手 が 乱入 し 、 い き な り 
2 人 の 「SONC ス ピン ボー | 
ル 」 を クレ 攻撃 が 始ま る 。 
この 2 人 は 、 プラ イベ ー ト 
で も 仲 が 良い 。 ホレ 、 この 
通り 。 (ファ ン の 皆さん 、 








この 写真 は ヤラ セ で す の 
*、 ご 安心 を ) 
イン 今月 は ナン ト 、 下川 明 手 の サイ ン 入 り 色 紙 3 枚 の 
『 さく ー つ 志 妥 
サー ボス 他 に 、 六 本 木 GIGO 来 店 記念 、 下 川 、 中 西 、 武 藤 の 
Lo Re ヘー 3 選手 の サイ ン が 1 枚 に 
JHF が セガ の お 店 に や っ て 、 量 痢 まこ まっ た 色 抵 を ? 名 様 
米 た コレ ゼ リ ウト | 


ギャ ンプ ラー トト 川 を 革 頭 
に 、 相 棒 の 中 西 選手 、 武 藤 選 


お 申し 込み は 、32 ペ ー 
ジ の 応募 券 を 広報 企画 室 





手 、 そ し て 愛妻 家 の 彼 は 軸 様 「JEF 係 ] まで 送っ て ね 。 
も で 実は 彼女 も すご い ギ ャ 
ンプ ラー ! ) 六本木 GIGO に 
ぞ そし て GIGO が 行っ た Xmas の イベ ント 、 ビン 大 会 に > | 
参 邊 ) 喜び ! 場 に 盛 ! | 堪 
RON AB 下 ( 可 本 
ー し た 川 ロ ボ 久 (総理 本 部 ) ョ 
主 1 猪 腰 聴 (キャ ラク ター 部 ) 


・ 江尻 選手 

草 下 永 暴 (人 事 教育 部 ) 
高橋 久美 子 (生産 管理 部 ) 

・ 中 西 選手 

見 沢 由香 理 (信頼 性 技術 部 ) 
大 溝 範 (AM3 研 
沖山 兼 一 (品質 保証 セン ター) 
当選 お めで と う ! 
大 事 に し て ネ 



































則 員 人 32 ビ ッ ト 用 OS 開発 で 協 カ 

前 軸 引 ゲタ ゲー ム 機 で 提携 日 経 朝刊 1994.1.17 

昌志 / イ 

障 l 作 ムタ | グー ム 大 手 の セガ ・ エ ンタ ー プ ライ 5 万 円 以下 の 価格 で パソ コン に 区 英 す る 機能 を 持つ 商品 

滞 計 計り | ゼス は 、 米 国 の コン ピュ ー タ ソフ ト 大 と し て 発売 する 計画 だ 。 

則 で 2 | 手 マ イク ロ ソ フト 社 (ワシ ント ン 州 ) セガ の 従来 の ゲー ム 機 に は 0 S が な か っ た が 、 マ イク 

3 提 「 | と 高 性 能 ゲ ー ム 機 の 分 野 で 提携 し た 。 ロ ソ フト が 0 $ を 供給 する こと で 、 ゲ ー ム 自体 を 高度 化 

昌 H 則 携 | マイ クロ ソフ ト は 、 セガ が 今生 本 に 発 ” で きる ほか 、 文 字 デー タ や 音 才 、 良 の 画像 電動 

由 間 | "。 | 売 する 32 ビ ッ ト 家 庭 用 ゲー ム 機 用 に 時 ” 画 の 高速 処理 な ど が 円 油 に で きる よう に な る 。 そ の 結 

昌 人 1 遇 只 5 | 本 ソフ ト (OS) を 新た に 開発 し て 供 ” 果 、CATV (有線 テレ ビ ) の 受信 機能 な ど と 合わ せ て 

是 則 l 給 す る と と も に 、 議 還 語 基 - ム ソフト マル チ メ デ ィ ア 端末 と し て 利用 する 道 が 開け る ほか 、 

1 120 提 | の 開発 に も 協力 する 。 高 性 能 ゲ ー ム 機 ” ゲー ム 機 に 対応 する ソフ ト の 製作 も 容易 に な る 。 

1 間 角 幸 | は マル チ メ デ ィ ア を 普及 させ る きっ か マイ クロ ソフ ト は パソ コン 用 0 5 で は 907% の シェ ア を 
講和 半 | け に な る と み ら れ て お り 、 マ イク ロ ソ 持つ て いる が 、 パ ソコ ン 以 外 で は 未開 拓 の 分 野 が 多 
時 | フト と セガ は 将来 の 成 胡 市 場 を に らん” その た め 、 あ ら ゆ る 情 幸 可 に 0 5 を 普 及 さ せる 突 了 ロ 

"| で 手 を 組む こと に し た 。 と し て セガ の 新型 ゲー ム 拘 選ん だ 。 


マイ クロ ソフ ト が 0 S を 提供 する の は 、 セ ガ が 現在 開 
発 中 の 次 世代 の ゲー ム 機 | サタ ー ン ] 。 将来 の マル チ メ 
ディ ア 時 代 を に らん だ 戦略 商品 で 、3Z2 ビ ピッ ト R1SC 
(縮小 命令 セッ トコ ンピュータ ) チッ プ を 2? 個 捨 載 し 、 


Golia 





一 方 、 セ ガ は 、 ゲ ー ム 機 か ら 発展 する 家庭 用 マル チ メ 
ディ ア 端 末 機 器 き の 事業 化 の 可能 性 を 探っ て いる 。 今後 、 
新型 ゲー ム 機 を ベー ス に マイ クロ ソフ ト と 将来 の 家庭 用 
マル チ メ デ ィ ア 端末 に 活用 で きる ソフ ト 体 系 の 共同 開発 
を 進め て いく 方 針 だ 。 











64 ビ ッ ト 家 庭 用 T V ゲ ー ム 
日 立 な ど 3 社 


セガ 三 換 機 を 投 人 95 年 以降 独自 の 機能 搭載 


日 立 製作 所 (社長 金井 務 氏 ) と 、 日 
本 ビク ター (社長 坊 上 昌郎 氏 ) ヤマ ハ 
(社長 上 島 清 介 氏 用 が さき 了 B 月 ユン ッ 
ター プラ イ ゼ ス の 64 ビ ッ ト に 相当 する 
次 世代 家庭 用 テレ ビ ゲ ー ム 機 の 互換 機 


ゲー ム 機 の 開発 、 販 売 で 提携 関係 に あ 
り 、 す で に セガ の 16 ビ ッ ト 機 の 互換 機 
も 発売 し て いる 。 こ の 機種 と 同様 に 音 
98 キディ スネ クツ 【C わ ) 
3 Mn ロコ ロ ソ フト の 再生 が 村 能 な 











1993.12.25 ゲー ムセン ター を 、95 年 以降 に 市 場 投入 する こと が 明 ど 、 独 自 の カラ ー を 出し た 互換 機 に な 
の ウ あ 即 EAIS 暫 出 、 ら か に な っ た 。 3 社 は この 互換 機 に 独 2 NGD 
名 セ を る し | 如 生 肝 ,。. 条 骨 自 の 機能 を 搭載 する 計画 で 、 セ ガ は 大 0 ヤマ ハ も 画像 処理 チッ プ を セ 
本 ガ 提 た た 人 人 7 | きま 
は de 中 量 の 互換 機 を 流通 させ 、 任 天堂 や ソ ガ に 供給 し て いる ほか 、 知 育 玩具 の 開 
ー 雪 ab 中 HG 1 YR ニー、3D0、NE 商 -、 し し | SS 、 で や 日本 ビタ 
人 1 ロニ クス に 対す る 自社 陣営 の 強化 を 狙 ター と 同じ 方 向 で 、 音 響 ・ 映 像 (A 
人 う 。 家庭 用 ゲー ム 機 業界 も パソ コン 同  V) 機器 の 開発 ノウ ハウ を 生か し 、 独 
る 半 引 前 様 に 、 互 換 機 の 時 代 が 到来 し そう だ 。 自 の 音楽 的 “味付け " を し た 互換 機 を 
本 導 ま 売 す る 計画 だ 
(っ 角 に 時 且 上 則 マル チ メ デ ィ ア 時 代 各社 の 時 の 特徴 は 、 ゲ ー ム に 
2 けさ キッ 販売 面 で 優位 に 。 定 する こと な く 幅 広い 分 野 で 活躍 で き 

上 所: - に 絆 EE 
ー、 全 | 合 2 さ 5 
本 ン の な ム 弁 法 う 了 が 力 日 立 製 作 所 は 独自 闘 発 ⑳32u ト 縮 。 な る ご これ 中 まり 、 セ 貼 央 提 に で いい 
| 還 上 当会 和 人 イ 柏 6 小 命令 型 コ ン ピ ュ - 靖 軸 還 還 ガ の 技術 力 を ペー ス に 卓 還 旧 馬 
P 間 較 と 時 0 2 チッ プ を 、 セ ガ が 開発 中 の 次 世代 機 に 。 し た マル チ メ デ ィ ア 文 和 HH 時 互 販 
京 化 売 セ ば 設 と は 」 京 供給 する 。 日立 製作 所 は セガ か ら 家 庭 。 化 が 開花 する こと に も 8 還 機 及 
ー 人 人 2 0 に 用 ゲー ム 機 、 対 応 ソ フト の 開発 ノウ ハ な り そ う 。 国内 16 ビ ピッ 貞昌 全 は 
上 昌 る に へ 合 ウ を 吸収 する 。 そし て セガ の 次 世代 機 _ ト 機 で は 任天堂 に 対し 開 弄 ii ドス 
る 司 「 2 用 と 邊 本 弁 と 互換 性 が あり 、 さ ら に イン タラ ク 全 に 出遅れ て いた セ 章 # 上 1 Aa 
千 :、 30R 介 還 に 開 ティ ブ (対話 型 ) 性 を 持っ た マル チ メ ガ だ が 、 大 量 の 互換 機 
全 合 の る 合 ム 誰 カ 電 ディ ア 機 を 開発 、 販 売 する 。 と ソフ ト を 背景 に シェ 
幸 ノ 傾 意 事 文 ・ また 、 日 本 ビク ター は セガ と 家庭 \ 由仁 
会 ウ 上 レレ 化 本 本 宗 ー ア の 逆転 を 狙う 。 旨 山 

ド 隔 王 | IA 


日 刊 工業 1993.12.10 
HARMONY 24 FEB.MAR. 
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TOKYO 一 Video Game maker Sega En- 
中 terDriSeS Ltd. and Microsoft Corp. will 
| develop software for its next-generation 
冬 | 9ame machines - an alliance bringing 
| Closer to reality the much heralded con- 
vergence Of personal computers and 
videogame machineS. 


帳 


6 
『 








Microsoft will develop an original operating system for a 
planned Sega 9ame machine called the Saturn, Sega 
Sald. Microsoft officials couldnt be reached for comment. 

Operating systems control the basic functions of com- 
puters, making them easier to use and to program by pro- 
viding a layer of user-friendly commands between a 
computer's hardware and the user. Microsoft built itS CUr- 
rent empire largely on DOS, its hugely successful operat- 
Iing system for personal computers that are compatible 
with International Business Machine Corp. equipment. 
Easier to Write Software 

Se9g8a_'S decision to add an operating system to its game 
computers IS the clearest sign yet that game machines 
and personal computers are starting to jostle over the 
same turf. Adding an operating system to the Saturn may 
make it easier for game developers to write software for 
the machine. lt also might give the Saturn the ability to 
SerVve aS a SO-Called set-top box, a piece of hardware that 
someday may serve as a Control for such multimedia func- 
tions as interactive television. 

















必 の や キン グー 
プラ イ ゼ ス は 衛星 
放送 (BS) 事業 
に 参入 する 方 針 を 
固め 、NHK な ど 


3 コ 


花 喘 トー エン は の の 
層 誤 rr 











と 事業 化 に 向け た 
検討 組織 を 発足 さ 三 
せ た 。97 年 か ら 打 ち 上 げ ら れる 次 期 放 
送 衛 星 (BS4) を 使っ て ゲー ム 放 送 
を 事業 化す る 構想 を 持っ て いる 。 BS 
事業 に は 商社 、 流 通 大 手 な どの 参入 表 
明 が 相次い で いる 。 ゲ ー ム は 衛星 放送 
市 場 の 活性 化 の 有力 ソフ ト と み ら れ て 
いる だ け に 、 今後 、 ゲ ー ム 会 社 と 異 業種 
企業 の 連携 な ど 起 滞 発 に な ふり そう だ 。 

ゲー ム 放 送 は 現在 玩具 店 な ど で パ ッ 
ケー ジ に し て 岩 計 し て いる ソノ | を 年 
星 電 波 や CAIV (有線 テレ ビ ) 回 線 
を 使っ て 家庭 に 送る シス テム 。 技術 時 
新 が 進み 、 放 送 局 と 視聴 者 の 双方 向 機 
能 を 拡 芝 す れ ば | 放送 利用 者 に よる 
ゲー ム 大 会 ] な ど を 開催 で きる 。 郵政 
相 の 論 問 機関 で ある 電気 通信 技術 審議 
会 が デー タ 放 送 の 制度 化 に つい て の 倫 
申 を 出す の を 受け 、 来 夏 に は 事業 化 が 
可能 に な る 見 通し 。 








る 6。 


ク 2 グ 党 溢 再 人 計 胞 嘩 , 半 は 


NHK と 検討 紺 織 
B S 4 使い ゲー ム 番 組 


衛星 ゲー ム 放 送 で は 、 す で に 衛星 デジ 
タル 音楽 胡 送 《( セ ント.. キ ガ 、 東京 ・ 渋 
谷 、 福 田 信 社 長 ) が 大 株 主 で ある 任天堂 
と 提携 し て ゲー ム 放 送 に 類似 し た サー ビ 
ス の 事業 化 を 計画 し て いる 。 一 廊 、 セ ガ 
は 東京 都内 の CA「 V 局 と CA TV 回 線 
を 使 つ た ゲー ム 放 送 実験 を 始め て いる 。 


報 ネ ットワーク な どの ほか 、 セ ガ 、 タ イ 用 お 
ドー、 カプ コン 、 コ ナミ な ど ゲ ー ム 関連 Eh 
企業 が 参加 し た 。 こ れ ら の 企業 は 91 年 に 生 者 魔 ご し は 
発足 し た 衛星 デー タタ 放 送 事 業 化 推進 連絡 遇 の で に われ いて 
(会員 企 業 約 40 社 ) の メン バー で 、 こ に 軸 は よら 1 れ 
れ ま で 基本 的 な 技術 規格 な どの 検討 を 進 励 出 つの 9 ま 
め て きた 9 申 : て へ 要 :9 で 
較 st す 拡 古 便器 2 、 
発足 し た 検討 会 の メン バー で 事業 化 の る 大 の 用 が 年 業 
本 格 検 討 を 始め る 。 課金 方 法 や ゲー ム 施 " す グ が oga 
設 向け の 放送 、 対象 ユ ー ザ ー な ど 事 業 化 に 上 上 
上 邊 本 ブ ラン に つい て 詰め る 。 か さ 区 | 
セガ は | まだ 具体 的 な こと は 決ま っ て > れ 利 。、 
いな い が 、97 年 か ら 打ち 上 げ 予 定 の 次 期 開 王 て 用 け 機 
放送 衛星 で の 放送 を 念頭 に 置い て お り 、 和 8 人 上 
3 年 後 を の ご に 事業 化し た い ] と し て い 生 : ~、 生 中 
ご 一 
い 中 
あ を 
- 
海 
の 
二 
ル 
5 
了 


J aDan's Sega SayS IMicrosoft to Develop 
Operating Systems for て Came Machines 


The Wall Street Journal 


1994.1.17 


By signing up Microsoft, Sega is continuing to set the 
pace In publishing new technologies for the game - com- 
puter market. The company first released a CD-ROM 
player 一 a device that plays 9ame software from compact 
disks 一 several years ago, a move that other game mak- 
ersS are Only now starting to copy. Nintendo has yet to an- 
nounce plans to introduce the first cable-TV video-game 
channel later this year in the U.S. 

New Games, Pricing Cited 

Analysis said the deal isnt likely to have much effect on 
Seqa'S Introduction of the Saturn later this year. The sig- 
nificant factors effecting sales, they said, will be hardware 
pricing and the availability of hot new games 一 not 
whether the 9ame computer can function as a set-toD box. 

The new alliance also could pose longer-term risks for 
Seda. By allowing Microsoft to control its operating Sys- 
tem. Sega may be opening the door to erosion of its pro- 
prietary 9ame hardware standard 一 the main source Of itS 
hu9e DrofitS. 
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日 経 朝刊 1994.1.6 


発 定 し た | エン ター テイ ン メ ント 検討 
会 」| に は 、NHK と 関連 会 社 の NHK 情 
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問 く G 母 胃 向 つじ し 革 堅 さ し 1 (DD ドー ロー) 一 
間 店 画 つ B 友 トペ ーー” KIRA RIK て (RIRA 
く ) 公 ^ 還 寿 GS ヘー コス 著 装 幅 R -H ハ ホー か 改 で や ベツ 
可 さ GRhIRNAK し トト 7 ローK 和 ハハ 改 ー で 夏 町 器 は 
骨 二 ね ーー5 還 RIR ロ HK て H 公 洋志 つ 選 ホー ズ 環 
剛 暫 4 起り 円 生 G 久 款 玖 要 で つ 届 人 J 交 革 Q 欠 は つ 7 の 
下 け 1 名 一 叫 柏 こ GA ハハ 負 つ 氏 咽 は ドー トト ハ つ 】 
の 世 画 二 内 SH 。 3 

NHK テ 68 革 ロレ ー 尽 鈴 才 "8 め 8 8 革 け 訓 
4[ 弁 問 NeGG4J^ 也 二 内 届 G 咽 箇 記 欧 装 レー に ぬ ぬ 上 レー で 
[ 由 押 ] ? 芋 結 の 叱 避 店 画 玖 過 丁 つ 届 公 ) 断 昧 呈 や べ 居 提 
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Et ド に 千葉 県 市 川 市 に 屋内 
| テー マ バ パー ク を 開業 す 
に に Re Ne 間 在 征 皇 が 秋 ん で い 
る 日 本 毛 機 の 工場 中 地肌 開発 施設 yy に ン 
プラ ザ 」| の 別棟 に 入居 する 。 ハ イ テ ク を 駆使 し た 大 
弄 ゲー ム 機 約 3 4 機 を 売り 物 に し た テー マ パ ー ク 
で 、 投 資 額 は 約 40 億 円 。 同 社 で は 、97 年 度 ま で に 
ハイ テク テー マ パ ー ク を 全国 に 50 カ 所 展開 する 計画 
で 、 こ れ は 横浜 に 続く 具体 的 な 建設 計画 の 第 2 弾 に 
が る 。 

新しい 屋内 型 テ ー マ パ ー ク は 、 日 二 才 還 の は / 
期 工事 と し て 建設 を 始め た 3 階 建 て の 別棟 (延べ 床 
面積 約 17000 平 方 メー トル ) の 3 階 部 分 約 4700 平 方 
メー トル を 、 日 毛 か ら 賃 借 し て 開設 王 る 。 バ ハー ンク の 
名 称 は 未定 。 
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1 18868 6 


砲 で 相手 の 車 に 玉 を ぶつ け あ う ア トラ クシ ョ ン | ドッ 
ゼム ・ バ ズー カ 」| や 、 バ ー チ ャ ルリ アリ ティ ー 技 術 を 
応用 し た 大 型 シ ュ ミ レー ター な ど 。 


これ ら を 含め た 大 型 ゲ ー ム 機 を 3 一 4 機種 設置 する 


ほか 、 約 150 台 oN 人 ム 機 頂 を 設 較 9 ナー 1 
は 未定 だ が 、 横 浜 市 に 建設 を 予定 し て いる 新 施設 


ノン 間 = 問 」 
を 持た せる 予定 。 初 年 度 25 億 年 の 売上 高 を 見 込ん で い 
る 。 

回 信 1J 年 度 ま で に ハイ テク テー マ パ バー ク を 50 カ 
所 開設 する 計画 で 、 商 圏 の 大 き さ に より パ バーク の 規模 
を 調整 し 、 約 7000 平 方 メー トル 以上 の 大 規模 型 と 、 
約 5000 平 方 メー トル の 中 規模 型 の 2 本 立て 戦略 を と 
る 。 今回 の 施設 は 、 中 規模 タイ ブ 。 

ニッ ケ コ ルト ンプ ラ ザ は 、 日 毛 が 工 場 跡 地 を 再開 発 
し て 建設 し て いる 大 型 複合 商業 施設 で 、 す で に 約 14 万 
平方 メー トル の 敷地 内 に ダイ エー 系 の ショ ッ ピ ング セ 
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zz 揚 36 とのこ 
本 の 
編 肝 た 
lil ts o 弓 抱 表 
全 へ 人 夫 茹 和幸 
se Wig く 作 夫 守 隙 療 
9 筐 失 素 
ー に 
表 L <⑭⑯6 近 公 


3. 明 鏡 止 水 


5 . 金 科 玉 条 


人 


7 . 有 為 転 変 
8 . 粒 々 半 震 


※ 答 え は 、32 ペ ー ジ 。 す ぐ 見 ちゃ ダメ ョ ! 
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の 生生: 
還 還 昌 還 還 還 較 較 今月 の 推 六 コ ー ナ ー 較 
文 MUSIC 
どう た だ * の な ん て 言っ て も 、 誰 も 聞き 了 や し な いん で し ょ う ……。 と 、 
時 所 - 和 て し 3 よ が 思っ た の で 今回 は ちょ っ と 変わ っ た アイ テム を 紹介 し ます 。 


@CD「 ア ル デ バ ラン 』 

結構 昔 に 出 た 3 D 音 響 ソ フト な の で す が 、 意外 と 知ら れ て いな い 名 
盤 で 、 ホ ロフ ォ ニ クス と いう シス テム で 録音 され た 効果 音 と 音楽 が 幕 
の 内 弁当 の よう に 詰め 込ま れ て いま す 。 驚く べき は その 位相 再現 性 で 、 
一 度 聴 け ば いか に 他 の 『 3 D 音 響 ] を 語る シス テム が チー プ で ある ご こ 
と が お わ も かりに な る ご と る でしょ う 。 せ ぜ ゼ 人 き 皆 さん も この - 枚 で 放 小 チャ ー 
ショ ツ み を を 僚 験 ほ 夫 軟 起 吉 。 クラ こ と きま す ウラ 8 と ーー の 





@ | D「 ネ オ ・ フ ァ ン タ ジ ア 」 
アニ メ と クラ ッ シ ッ み の シ ンタ ロナ イジ ソン 生 款 寺 二 Se の 60 2 の ドン ファ 
ンタ ジア 』 に 触発 され て イタ リア で 作ら れ た 作品 で す 。 た だ し 中 味 は ちっ と も ファ 
ンタ ジー で は あり まぜ ん 8 プラ ッ ク で す 。 入 類 風 東 IG す 。 下 ネ 6 ます 。 … < 
も 感動 する ん で す 。 特に 『 ボ レロ 』 は スゴ イ で す よ 。 ど う ス ゴイ か が は 秘密 ……。 
ちな み に イ ンタ ー ミ ッ シ ョ ン の 実写 部 分 に は あの フェ リー ニ が 参加 し て いま す 。 
今回 紹介 し た 2 枚 と も 比較 的 入手 難 だ と 思い ます が 、 頑張 っ て 探し て くだ さい 。 
面倒 は 人 は AM 1 研 「 あ れ 貸 せ 」 係り まで どう ぞ 。 AM1 研 高 部 広志 


信 次 回 は CS 2 研 ・ 大 橋 一 文 さ ん で す 。 





お 父さん の 会 社 
量 上 仁 著 
ハヤ カワ 文庫 ・700 円 





仕事 の 乱 婦 き に コン ピュ ー タ ・ ゲ ー ム 
Gt だ つう 。 た か し こそ で の 
ゲー ム の 内 容 が 、 現実 その まま に ビジ ネ 
ス 社会 に 身 を 投じ 、 会社 で の 序列 を 駆け 
上 る こと と な る と 、 は た し て 息 下 き に な 
生 MC 二 Ne うー ュ チャ ルール ア 
リティ 技術 を 生か し た ゲー ム の 中 で は 、 
ま ル ドリ グ 62 着 し (だ た ラ レ イ セー の デア 
ログ ラム で 造ら れ た 疑似 人 格 と が 人 り 乱 
れ 、 虚 々 実 々 の 駆け 引 | き を 繰り 広げ る 。 
出世 の 鍵 を 手 に 入れ る た め に は 、 秘 書 課 
の 女性 に 贈り も の を し た り 、 こっ そり 上 


ら な い 。 命ぜ られ た 仕事 も 、 も ちろ ん ご 
な す 。 だ が 、 そ の 仕事 が 現実 の 世界 の も 
の だ と し 9 

物語 ( ま 、 品 考 生 8 な 語 ス テリ ー タ ッ 
チ で 描い た 明快 な 娯 抄 作 こ と いっ て いい だ 
ろう 。 し か が し 、 本書 に ちり ば め ら れ た 問 
題 は 、 情 報 化 時 代 の 人 と 仕事 の あり か 
た 、 先 行き 不透明 な 日 本 経済 、 会 社 人 間 
と 家族 の 関係 な ど 、 重 いも の ば か り 。 

サラ リー 裕 半 症 938 作 家 、- 足 の わ 
ら じ を は いて いる 作者 の 感 層 が 込め られ 
て いる に ち お が UN 





司 の 机 の 中 を か き 回 し た り し な けれ ば な 


いぶ: あ 。 


中 間 報 千 


早川 層 房 


7 と っ Eb 入り まれ 
た 。 今回 は 1 月 15 日 ( 土 ) 静岡 県 で の MTB チ ャ レン ジ シ 
リー ズ IN モ ビリ ティ バ パーク 第 1 戦 。 前 日 まで 降り 積もっ て い 
た 雪 も レー ス 当 日 に は すっ か り 溶 け て し まい 、 最 悪 の コー ス 
2 当 ツン の 中 、2 名 と .1 チー ム の モトリー と な け ま 
5 還 寺 中 を まな くる 要する ーー ソニ ッ ク に と っ て (は 湖 
ん な コー ス も 楽勝 1 (2?) 。 レ ー ス 後 は 泥 々 に な っ た 愛車 を 
前 に 銅 を 囲み 、 次 回 の 楽し い イ ベン ト の 夢 を 見 る メン バー で 






SR ムン / ニ リク で は て 今後 や レス が ら ツ ー リ ラグ 、 
 、。 NMR 
一 緒 に 走っ た り 、 泣い たり 、 笑 っ た り し て くれ る 楽し い 仲間 
を 募集 中 。 詳し いこ と は 購買 部 の 渡辺 まで (内 線 7442) 。 
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文 欧州 市 場 の 拡大 に 向け 、 
5 名 が 赴任 


この 度 、 海外 コン シュ ー マ 事 業 本 部 より 5 名 の 方 が 、 
Sega Of Europe へ 赴任 され る こと と な り ま し た 。 


赴 仕 先 
尾藤 久仁 雄 事業 部 長 (欧州 事業 部 ) に 
大 田 達夫 。 部 長 ( / ) 2 の いい ン 
王 宅 、ー 研 。 部 長 .、( ヶ ) イギリス 


斉藤 倫 行 部 長 (中 南米 営業 部 ) ドイ ツ 
鈴 見 尚也 係長 (欧州 事業 部 ) ギリ ス 





前 列 左 か ら 、 尾 朋 さ ん 、 三 宅 さ ん 、 斉 懇 さ ん 、 
後列 左 か ら 、 大 田 さ ん 、 鶴 見 さん 
当社 に と っ て 、 最 も 重要 な 市 場 で ある 欧州 へ 赴 仕 され る 和紀 さ 


ご 健康 と 、 ご 活躍 を 心 よ りお 祈り いた し た いと 思い ます 。 


社内 成人 式 





今年 めで た く 成 人 を 迎え られ た 社員 138 名 の 
うち 、 本社 地区 32 名 、 佐 倉 ・ 矢 口 地区 23 名 の 
社内 成人 式 が 、 そ ぞ それぞれ 1 月 13 日 と 14 日 に 行 
わ 符 まし た 。 

本 社 で は 、 中村 常務 と 永井 常務 か ら 目 標 設定 
や 感動 体験 の 大 切 さ に つい て 、 ま た 、 矢 口 事業 
所 で は 、 小 野 取締 役 よ り 人 生 の 先輩 と し て の 立 
場 か ら の 訓 話 が あり 、 両 会 場 と も 記念 品 贈呈 の 
後 、 食事 を し な が ら 一 人 ずつ 成人 と し て の 抱負 
を 語る な ど 、 終 始 和 や か な ムー ド 。 

最初 の つう ちこ そ 、 新 成人 の 皆さん は 大 人 と し 
て の 実感 が わか な い 様 子 で し た が 、 一 人 ひび ひとり 
成人 と し て の 抱負 を 語 CS 
次 第 に “ 二 十 歳 " を 意識 し た 雰 包ま れ て 
いい きま も 

社会 人 と し て 、 新 た な 意気 込み と 自覚 を 身 に 
つけ た 新 成人 た ちの 、 今 後 の 活躍 に 大 い に 期 待 
MC に 二 ま 。 よ そ /。 
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嘱 上 渋 貼 叩 G ら りつ 1J) 


ぁ )) 水 入 つ し 介 選 6 


《⑯ 咽 前 で 占 以 輸 N9" 1JG 
包 圏 公 蛋 16 い し 人 回 @G 叫 し さ 叩 町 
「 6 釘 軟 」 G 堅 四 公 回 いじ N9 ト JJ 
や p 融 呈 で や つ し へ 公選 上 依 @ 王 つれ 
(1JGーーQR 忠 ^ 親 中 過 峠 公民 
つ 大 や し じ 扶 N6 り へ 心 答 つ し ^ 僕 新 
つっ HG 選 色 代 つ うり くっ 心 楽 記 で 
GS38) リロ 忌 で 6 人 0 で ^ で 公 G で 公民 本 
SPIEIESJIG3 的 ます まく だ の EEEUEI さ 
し SN6?" … で JJ ト JG 素 回 し 陣 量 G 
喝 二 公 咽 シレ で いし つつ で 過 由 っ う 宙 均 
崩 0 環 し p つ ゃ 心 公 こ 6 し ^ ト J 
SG 国 し 首 誰 は くべ NQ 心 の 昭 心 1 

IJG 忠 公 二 NeQ 思 1 計 章 抄 距 
Go 近 皿 G 昔 暖 届 所 公 婦 ひ レン 
NO” 員 思 し せ 痕 べ 和 を 峡 答 装 公 人 Q | 人 
示 116 和 cC-] で で し レ ゃ ソン 軍 公 で N66 


> 忠生 へ か で か で る 


[Nu いっ 0 替 や oOG 胡 【J) で G 
G 据 だ ひら いや 7 し 電 2 
ト JJSS4KR 忠 本 対 つや p 夕 信人 ユ 
層 も 6 選 ? トー て 6 窟 p や 0 を 志 員 
し 軸 約 雪 お し 記 7 S 形 委 を 咽 @ 
季 届 し 中 っ し っ he1ON6 和 を 心 10 人 0 は けい 
っ ろ 巡 いし つい で さ ? の 員 の 6 革 
JJD 記 で で GNMSSS 昭 っ 五 玖 邊 さ 記 
ろう 篤く で し っ 60 べ 音 公 っ 6 
避 信 の ロロ の そ ビ の ン と 由 畠 重く いし 
や p 心 と 吐 公 貞 406? ロー ミト 
Lot 押 攻 で いつ K 匠 区 
G 円 中 つじ し 意 才 G 重 電 栓 DO を 
剛 り つじ し 遇 1) つ し ^ っ ろ NQSSS 店 りや p 





IEESSEEM 還 ES 
だ し 殿 ご 1Nb 心 ろ 
い 測 辻 QGRS つ 0 請 
りつ っ 心 板 NO W 
KUEA(OESED1 マ 
166 過 所 いて レ 人 
所 で 8 人 に つ りさ つこ 民 う うー) 
G 相 D つ いひ 公 で 党 っ し GO 巴 っ 
りつ 心 居 電 人 0G 民 公 本 こぐ し 
Ne” 中 圭 否 公 も も りり SG 心 昌秀 
QNOn い D さ っ へ 色 ^ ⑭⑯G 謀 刀 
ロロ つ し で せきや p 心 や つ 選 し pp っ っ 
りり へ っ 候 涯 地 407 相 公 ひし う っ 刀 宙 で 
NeJNOOS? 

IJGQ 下 人 Q の 中 昌和 玉 し 記 人 
陣 囲 し む 坦 軸 Ih へ ハロ 意 KN95 Q 包 
Dp 状 穫 は 66N6 旨 や 公明 位 私 NOTJ 
し SN 一 R 思 他 D の 他 や 刺 
衣 胡 書生 な KN6 り っ 心 守 記 唱 衣 べつ 
いい 倫 N6G さ りら っ 心 懲 つ し 挫 N0" 


山 G 能 明 約 じ し 406 つ 刀 3 装っ 妃 
… 交 い 台 や トー バト もじ 故 だ 
っ ら た どど 上 選 コン を つ モ た OO SS 記 e で 
1J ン | 直上 利 し 幅 個 G 無 玖 叫 や し 
ン ご ね ね? | 表 は スト 6 酸 を 調 間 李 し 
p 公 玉 情 は で ひし つ H6 心 H6 し ね 
ズ 岳 トー て し @G 世 隊 選 里 @ 総 け 
媒 ベ メー ドーG ト ネ く て て 6 門 公 
| SpQ を 咽 人 0 くし” 半 ひし 誠 玖 尽 
る Mt0 や 思 O | 5 計 は 由 り や セン を 
1 けり 愉 倫 6 本 7 失 p 和 を 忌 記 
し [IJ で 6p つ NNN スー J 由 レン 
で Ne や pG 選 咽 旧 ン し 則 中 い し 
っ Ne< く 1 公太 公 Q 皿 守り 赤 屋 し っ 
QNO? Sp を 咽 10 で KS 湯 路 で や 
た で 1 で 記 不 生計 壮 6 赤 民 公 國 6 
レ 屋 ? NM で 太 失 p0 和 を 圏 笛 り 斉 


SG お し 巴 っ 1J) 公 GN6 り 人 性 お pG 
HD の 電 け いし 中 つつ 軸 居 人 リロ p で 
NO ( 皿 生 し 財 っ し っ し 環 @G 中 シンパ 心 
ざさ NN ユ ーK ベ や り 昭 っ 層 尽 ” 田 で 
的 6 や わ ぐ や ) ? 妃 宙 記 
G 咽 4 NG 出る 唱 貴 御 
つむ で 1 で QG ン SN 
トー 思 26 し ( 皿 
由仁 肖 距 し 胡 父 中 困 
嘘 !J 訟 N9) “1JGーーQGJ 
世 SOQQH 貴 細 補 公 っ うっ ン 
(O1JGN6G 尽 玖 提 SN の やつ 條 
nsQ 朋 DGG 稔 つ し つ H6 届 ? 
べ 寺 | 全 届 環 パパ ン 由 CO 過 p 
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レ っ p つ で で の 刀 ? 所 人 SQ 
の o 世 送り 記入 店 玉 40 し N@ り つう 心 守 
選 ^ 忠 也 G 誠 けむ 嘩 豆 pn 人 で っ 


16 要 へ 6 ね ? 

の ul の て 6 窟 p0 和 を pp る や つ セ の いく 由 
2Jp 商 @G 甘 は 人 R 色 さい いひ 誰 6 二 
記 財 苑 @G べ 音 p 笑 北 レ ハゼ NN で MM 
だ で G 層 稼ぐ せ し | 直 馬 失 p 抽 を 
を 人 で 。 つ し 

「 押 品 り 人 GJp0 を けけ ロゼ 総 し や 公昭 っ 
閉所 表し ShK@ | N 心 昭 っ 6 や も で 
Sc で S 昭 っ 王 G 世 は) HOQO 
し や p 謀 再 @ 邊 CO 再 8 や HO を 公 押 玖 二 
つ レ ウン で ご 7 人 00 いし jp 人 D つ ツン 曲 
で G し な" 

結 尋 で し 倫 G 虹 状 要 っ 者 や も | 
必 へ で か で 」 た スー- 骨 正 S 半 引 
| で Ne 私 補 や ー| 


〈 ヒ 上 の > ヶ 博 半 虹 ・ ヨ 雪 里 〉 


JJ し 夫 N6 色 。 移 暑 け 和民 だ NM 
G 紀 斑 pK で し 玲 N6? 政 忌 咽 
レ ^ っ NO や で で や で 避 DSOQ さ っ うし 人 う h@ 
民 公 ^ 則 光 公夫 ひし うっ で pp つ で 
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さき で し つい ひし 幼 所 は っ KO 所 
べく 屋 べ ぐ @ 累 吹 邊 は し p で で 
りつ 心 競 中 で 配 還 し JJG 農 丁 玖 和 崩 う 
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る と いい か も …… 
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曜 火 貼 叫 G ら りさ 1J り 
> 汐 パ や ネー ト いる 避 た xo < 


了 山 つ レ つ HG 心 公 ? 骨 6 豆 約 本 
Nu いつ 46/Q ソ ン 反 Q 曳 間 太 いい レス N6? 
SD 本 KRTS さ 生 和 を 電電 

職 WUGAQOTJ っ 皿 公 陣 っ 上 し < 
U 室 |「K テ エー ベト いさ ハー」 叫 り っ 
QY 娠 は ” 枯 W せ GT トド ー 娠 」 叫 り くう 
ID 内 D | 隅 還 いし っ KN97 OH6 さ "Qi 隊 
G 幅 必 り っ 心 で む ? 

9 で 宙 公 | いむ ハ 下 っ 喘 補 6 堆 一 ] 
JJ 昭 い 過 倫 で 上 円 堂 じ か" pH4QN 
で で ^ JJ だ 6 笑 り ロー 必 6 甘 6B 喘 
し ^ 臨 了 GIJJ つ を っ 3 
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さて 、 私 の 今年 の 抱負 その 1 、 


池 の 専 門 だ つっ 
て 、 何 事 ! 
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と 月 


(寺嶋 〉 


心 満々 で いき た いと 思い ます 。 ち な み ! 
今年 も よろ し く お 願 いし ます 。 
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7 日 が 誕生 日 で す 。 
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部 
了 
93 年 11 月 7 日 挙式 建設 部 里見 康典 文 
典子 4 店 
5a 頻 合い い ( 記 大 達 プ リン スポ デル )、。 () 米 
2 それ らし き 言 葉 は あり ませ ん 。 入 
3 貧し い 食 生活 と 緑 が 切れ た こと 。 話し 相手 が で きた こと 。 純 基 

。 コ 
93 年 11 月 28 日 挙式 
総合 レジ ャ ー 開 発 本 部 村山 浩司 
海外 オペ レー ショ ン 部 ae 

1 ベー トー ヴェ ン の 交響 曲 第 5 番 (ソソ ソン ミン ファ ァ レ つ ) 。 


と | 一 緒 に 偶 之 し ませ ん か ?」 


3 NHK の 集金 を 二 人 で 追っ 払っ て いる と き 。 づ O 


A7DS | | が AC7 


お 誕生 、 お めで と うこ さい ます 。 


質問 事項 ① 名 前 の 由来 を 教え て くだ さい 。 
③④ お子さん に 対し て 親 の 一 言 を お 願い し ます 。 





給 合 レ ジャ ー 開発 本 部 
櫻 内 延 近 な ぎ さ 
19935.10 生ま れ 長女 省 ち ゃ ん 


①$ 我 は 海 の 字 白波 の > J 三浦 半島 の 章 と な る の だ 。 
@ 強 く 、 正 し く 、 美 し く 。 
国内 販売 部 札幌 支店 山下 滋 
AM 施設 札幌 支店 妙子 
1993.9.1 生ま れ 長男 な ぃ き 
大 樹 く ん 


③ 突然 ひら ぬき まし た 。 
② 困難 に 打ち 勝つ 強 瓶 な 意志 の 力 を 持つ 
人 間 に な っ て ほぼ ほしい 、。 


徐 人 の 人 の の の の の の の の @⑥ の の の の @⑥ る ⑥ を 





























] R 常盤 線 平 駅 か ら 10 分 の と ころ に セガ ワー ルド バレ 
ン (フラ ンス 語 で 1 くじ ら 」| の 意味 ) は あり ます 。 店 内 は 
海 か ら 近 いと いう こと も あり 装飾 、 及 び 選 の 絵 が 海 の 生き 
物 や 海 診 の イメ ー ジ で 統一 され て いま す 。 1 階 は アメ ニ 
ティー コー ナー を 含ん だ ファ ミリ ー ス ペー ス で 、2 階 は メダ 
ル ゲ ー ム を 中 心 と し た 落ち 着い た 雰囲気 に な っ て いま す 。 
後藤 店 長 か ら の コメ ント : 昨年 の 12 月 28 日 に オー プン し た 
WM お 庄 月 は 慣れ ない アル gi 請 全 に (に 
何と か 乗り きり まし た 。 最近 や っ 才 唐 が ムー スズ ス に 運営 で 
還 申 旧 つ に な り ま し た 。 今後 は 、 東 較 間 旧 目 用 了 へ の 
店 舗 と いう 自覚 を 持ち 、 ス タッ フ と 共に 頑張 っ で いき た い 
を 思い ます 。 





所 在 地 : 福島 県 いわ き 市 小浜 沼 林 城 字 塚 前 1 8 一 1 


面積 : 1F 495m: 2F 330m2 合計 825m2 
スタ ッ 数 社員 2 名 アル バイ ト 15 名 
店 長 名 : 後藤 秀治 


オー プン 日 : 1993 年 12 月 28 日 
売上 目標 : 月 商 3500 万 円 
店 舗 ス ロー ガン : トー タル な レベ ル ア ッ プ で 売上 目標 必 達 


セカ ワー ルド 相馬 


] R 常 盤 線 相馬 駅 か ら 10 分 、 セ ガワ ー ル ド バレ ン か ら 2 時 間 半 。 周辺 に 
は 服飾 、 家 電 な ど 沢 山 の 大 型 シ ョ ッ ピ ング セン ター が 建ち 並ぶ 中 、 ひ と きわ 
目 聞 ピン ク の 建物 が セガ ワー ルド 相馬 で す 。 軸 内 で 一 番 賑 わ う 所 で も や あ 
り 電 末 二 詩 内 は ゆっ た り と し た レイ アウ ト で 、 明 る く 、 7 リガ 多く 誠 
れる た め 子 供 達 が 楽し そう に 遊ん で いる 風景 を 還 引 目 直 し まず 。 


二 野 店 長 の コメ ント : 幅広 い 年 令 es 


層 の お 客 様 が 件 米 店 な され ます の 
で 、 そ の ニー ズ を 還 還 還 上 
楽し い 店 舗 に し た V 普 識 3 





男 店 計 概 要 
所 在 地 : 福島 県 相馬 市 馬場 野 字 雨 田 120 一 1 
面積 : 760m2 
スタ ッ フ 数 : 社 員 1 名 アル バイ ト 6 名 
店 長 名 : 二 野 聡 
と 3 プン 日 : 1994 年 1 月 6 日 
売上 目標 : 月 商 1700 万 円 
店 舗 スロ ー ガン : 地域 に 密着 し た 運営 で 楽し 
い 店 舗 づ くり 
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